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留学先での健康管理，衛

生面について特に注意

すべきこと 

とくにありませんが、腐ってそうなものは口にしないようにしていました。 

（３）危険を感じた地域，状況 

そんなにありませんでしたが、夜一人でダウンタウンを歩くことは避けていました。 

（４）その他生活等に関して参考となる事項 

シェアハウスに住む方は、不満な点があれば住人に言うようにしたらいいと思います。 

わたしも本人に直接言っていました。 

 

 

５．帰国後の進路について 

卒業予定年月 平成   29 年 3 月  （当初の卒業予定年月    平成  29 年  3 月） 

卒業が遅れる見込みの

場合，その理由 

□４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 

□その他（具体的に                          ） 

現在の状況および今後

の予定・進路等 

就職活動をしています。 

就職活動や留学前の単

位取得，教育実習等に

ついての工夫 

留学前にできるだけ単位を取得していました。 

 

 

６．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL 等） コメント 

   

   

   

７．自由記述（後輩へのアドバイス等） 

３年次で留学し、かつ留年しない人、院に行かない人は、早めに就職活動について考えておいたほうがいいと思いま

す。留学前でも大学でセミナーや講座をしているのでそれに参加していれば、帰国後あせることは少なくなると思い

ます。 



学習の概要に関するレポート 

 

私は IECL で、はじめの Spring Semester はリーディング・ライティングもスピ

ーキング・リスニングの授業も LA という、上から２番目のクラスに所属していました。

Fall Semester になると HA という一番上のクラスになりました。また Fall Semester か

らは Women’s Studies というアカデミックの授業をアメリカ人学生と一緒に受けていまし

た。IELC からアカデミックの授業を受けるには、２セメスター以上在籍していて、かつ

HA であること、成績が条件に満たしていることなどがあるので、IELC に所属しながらア

カデミックの授業も受講したいという人は、先生に聞いてみたらいいと思います。 

IELC ではリーディング・ライティングの授業とスピーキング・リスニングの授業

に加え、Integrated Skill Class という授業がありました。これは自分の興味のある授業を

選択できるものです。普段のクラスのメンバーとは違う人と一緒に授業を受けることがで

きるので交友関係が広がります。リーディング・ライティングの授業とスピーキング・リ

スニングの授業では基本的に毎日宿題が出るので、授業が終わったら毎日図書館に行って

課題をこなしていました。また同じシェアハウスに住んでいた人で IELC に所属していた

人がいたので、プレゼンの発表があるときはお互いのプレゼンの練習をしたこともありま

す。 

Women’s Studies は、週に２日ありました。私は毎週火曜日と木曜日でした。（同

じ Women’s Studies でも曜日や時間帯、教授が異なるものもあります）先生の話を聞い

たり、たまにディスカッションがありました。またレポートは２回提出しました。IELC の

先生はこちらの理解度を確認しながら授業を進めてくれますが、もちろんアカデミックの

授業はアメリカ人学生がほとんどなので、こちらの理解度を確認してくれることは少ない

です。また授業によっては専門用語が出てくるので、それについて勉強しておくことも大

事だと思います。私の受けた授業では先生が事前に次の授業では教科書のこのへんについ

てやります、というのを言ってくれていたので、予習をしておくようにしていました。 

IELC では、金曜日は午前中に授業が終了するので、金曜日の午後からは毎週イベ

ントがありました。ボーリングやアイスクリームパーティー、コーヒーを飲みながらおし

ゃべりするもの、ジェンガをして遊ぶもの、プラネタリウムに行くものなどです。イベン

トにも積極的に参加することで先生方ともっと仲良くなれるし、クラスがちがう人と仲良

くなれるし、スピーキングの練習にもなります。 

 

 

 

 

 

 



 

生活の概要に関するレポート 

広島大学が進めてくださった、インターナショナルハウスというシェアハウスに

住んでいました。大学から非常に近く、わたしの部屋から大学が目の前、という立地でし

た。また一人部屋だったので、ルームシェアしているひととのトラブルはありませんでし

た。個人的には家も部屋も気に入っていました。大学から近いので休日に図書館に行こう

と思えばすぐに行けるし、一人部屋なのでほかの人を気にすることなく眠れたし、一人に

なりたいときはひとりになれたからです。家には最大で８人まで住むことができて、わた

しが住んでいたときは常に６～８人で住んでいました。Fall, Spring の両 Semester と通し

て、中国人、韓国人、マレーシア人、ペルー人、バングラデシュ人の方たちと暮らしてい

ました。私のような交換留学の人もいたし、自国の大学を卒業してネバダ大学に入学した

人や４０代の方などほんとうにさまざまでしたが、自分の国を離れてアメリカで生活をし

ているという点や母語が英語ではないという点ではみんな共通しているので、仲良くなれ

ました。言いたいことがあってもうまく言えなかったりするのはお互いさまなので、お互

いを理解しようという気持ちも強かったと思います。またシェアハウスということで同じ

家の中国人や韓国人の方が自国の料理をふるまってくれたこともありました。キッチンも



 

バルーンフェスティバルの様子 


